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In education, ICT-based educational systems are widely introduced. In particular e-Learning system 
with advantage of anytime and anywhere usage is extensively used in various educational fields such 
as the blended learning, distance learning, and remedial education. Generally, the system is used for 
a courseware the actual teachers designate as homework and exercises, according to the context of 
classes. However, Japanese higher education is expected to introduce a substantial service 
supporting the autonomous learning outside of classes and establish a corresponding ICT-based 
system. This study aims to construct services to support autonomous learning. 
 
近年，日本では教育の情報化が国家レベルでの重要な課題となっている(1)．初等中等教
育機関では普通教室へのパソコンの設置や電子黒板（デジタルボード）の設置など積極的
なインフラ環境の整備が進んでいる(2)．高等教育機関においては 73％の教育機関が ICT 活
用教育を導入しているという報告がある(3)．特に，e ラーニングはいつでもどこでも学習が
可能であるという性質から，ブレンディッドラーニング，遠隔教育，リメディアル教育な
どその利用は多岐にわたっている．e ラーニングを導入している教育機関では，一般的に授
業の課題や宿題として e ラーニングを活用している．しかし，授業時間外等の学習者の自律
性に基づく学習をサポートする ICT を活用したサービスについての研究は黎明期の段階で
ある．本研究は，ブレンディッドラーニングをベースとしつつ，その中で学習者が自律的
に学習を行う際のサポートを行うサービスの構築を目指す． 
これまでに本研究では，① 初等中等教育における e ラーニング活用教育モデルの構築と
検証(4)，② e ラーニングによる入学前教育でのメール学習支援の有効性に関する研究(5)，の
中で e ラーニングを利用した学習での学習者の自律性に関する調査を行ってきた．また③ 
共有知識データベースを介した教材推薦機能を有する自律学習支援システムの開発を行っ
た(6)．①では，小中高の理数系教育内容を体系的に網羅する e ラーニングをベースとして，
基礎学力の向上，学習習慣の定着を目指した初等中等教育での e ラーニング活用モデルの提
案を行った．自律性がそれほど高くない小中学生では，学習の動機付けのみならず，継続
性も含め，学校・家庭・地域の連携が重要である事を示した．一方，自律性の高い高等学
校では高等教育機関同様のブレンディッドな活用方法で十分学習効果を上げられることを
示した．②では，入学前教育において継続した学習を行わせるため，対面（ガイダンス）
や遠隔（メール）での学習サポートを組み合わせた学習支援の方法を提案した．入学前教
育での継続的な取り組み状況の調査を行い，ガイダンスやメールが学習意欲に大きな影響
を与えることを示した．③では，ブレンディッドラーニングを行っている授業の e ラーニン
グの課題や宿題と連携した，自律学習支援のための教材推薦システムを開発した．また，
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授業以外での自律的な学習の取り組み状況を教員が把握できるようにするための機能の開
発を行った．開発した機能で学習者の自律的な学習をサポートすることにより，学習時間
の担保につながる可能性を示した． 
以下，今後の課題について述べる．①と②における学習者の自律性の調査を通じて得ら
れた知見を基に③で開発した機能の改良を行う必要がある．また③で開発した教材推薦機
能には不十分な点がある．ブレンディッドラーニングを行う授業が高度な内容を扱う授業
であればあるほど，推薦を行う関連教材の取得が難しくなる．この点に関しては十分な量
の教材をあらかじめ整備しておくことが必要となる．教材推薦の精度についてもまだまだ
改良の余地がある．現在の教材推薦機能では授業支援ポータルサイトで定義された知識と
授業の繋がりを利用している．これに加えシラバス等の他の授業情報を組み合わせること
でさらに精度の高い教材推薦が可能になると考えている． 
 
Fig.1   Concept of Material Recommendation 
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